


連中、この辺りじゃ有名らしいな

ボートの船外機を操りながら北山は思っていた。

船を借りる際、今向かっている小島の所有者が衣笠恵美子の実家である事を知った。

これでバッチリ繋がったという訳だ

蛇の道は何とやら

何かやらかしゃ裏の世界じゃ筒抜けだぜ

情報源になるものはどの街でも変わらなかった。いかがわしい店、いかがわしい人間。

そして、いかがわしい噂。

足跡も消せないトーシロどもめ

キッチリとオトシマエつけてもらうぜ

入り江らしき場所に向け、殊更に派手なエンジン音を鳴り響かせ進む北山は、浅く唇を舐め島を睨んだ。

◇

「おいテツ、あれ見ろや」

「なんね？」

岩場の後ろの林で焚き火にあたっていた男が、奥の木の影で用を足していた若い方の男に声を掛けた。

見張りと言っても真似事のようなもの、誰が来る筈も無いとたかをくくってはいたが、警察は別だ。

傷害事件で引っ張られるのには全員が馴れっこであっても、邪魔されるのは迷惑だった。

そんな時はとっとと逃げるに限る。

だが…

「なんぞ人が一人、乗っとるだけじゃのう」

「おぉ、なにかの？」

ボートは、岩場の向こうへ回り込むように入り江の方へと姿を消した。

 

「こんなちっこい島に用のある奴といやぁ、あれしかねぇべ」

「だな。ふん捕まえるぞ、テツ」

「俺ぁ面倒臭いの嫌だ」

「なぁに、ゴタゴタするようなら錨結んで沈めちまえばいいだけよ。いくぞ」

焚き火を手早く消し、二人は入り江へと走り始めた。

◇

同じ頃。

「こらぁ！　ヨシオ、なにしとる！」



地響きを立てて小屋から出てきたヨシオに、年輩の男…ヨシオの父親だった…が真っ赤になって怒鳴った。

「さらってきた女だぞ、外に出してどうする！」

「…」

「ヨシオッ！！」

「…ボク、おねえちゃんといっしょにいく…」

「ぁんだとぉ？」

加夏子を肩に座らせ、ヨシオはじっと父親を見下ろした。

「とうちゃん、いけないことばっかりしてる。ガマンしろ、そうすればいつかたのしいところにつれてってやるって、

そればっか。ボクいっぱいがまんしたよ、でももうヤダ！　船も海もきらいだ、おねえちゃんといっしょにいく！」

「このアホガキが」

男が座っていた後ろから長く細いものを取り出した。ゆっくりと構える。

水中銃。加夏子がヨシオの首にしがみつく。

「育ててやった恩も忘れやがって。これでもくらえ！」

ガシュ！

あっけない程簡単に、銛はヨシオの腹に突き立った。



「ヨシオッ！？」

加夏子が真っ青になる。ヨシオは呆けた顔で、腹から生えた銛の柄を見下ろしていた。

やおら柄を掴む。

「ダメッ！　抜いちゃダメだよ！」

「…いたい…」

嫌な音を立てて銛が引き抜かれた。

濃い血臭と一緒に鮮血が吹き出し、うねうねとした腸がはみ出してくる。

「どぉだ！　 思い知ったかこのクソガキ！　恩知らずのバケモノめ！　てめぇが…」

呪詛の言葉は最後まで続かなかった。

引き抜いた銛を持ちかえたヨシオがずんずんと進むと、横一文字に男を払ったのだ。

長大な銛の先端が男の顔面を襲い、血飛沫と共に男は木立の奥へ吹き飛んでいった。

地響きを立てて、ヨシオが膝を地におとした。

加夏子は転がり落ち、したたかに大地へ叩きつけられた。

◇

…

……

………

？！

つかの間朦朧としていた加夏子が顔を上げると、真っ赤に染まった手で腹を押さえているヨシオの姿が目に飛び込んで

きた。

「ヨシオ！　しっかりしてヨシオッ！！」

夢中でヨシオの側に這い寄る。

「おねえちゃん…いたいよぅ…」

「大丈夫、だいじょうぶだから。待ってて」

加夏子は躊躇い無く白いブラウスを脱ぐと、歯で引き裂いては結び、長い包帯状の布を作った。

「手をどけて」

「うん」

ヨシオが素直に両手を降ろす。

出血が再び、猛烈な勢いで始まった。



瞬間、吐きそうになる。

ぎりっと歯を噛みしめて耐え、はみ出した腸を腹部へ押し込めると、傷口を抑えながら手製の包帯を何周も何周もヨシ

オの腹に巻いていった。

巻いてゆくそばから布は赤く染まっていった。

「これでよし。もう大丈夫だよ」

「ほんと？」

「うん、でもチョットひどい怪我だから、一緒に病院にいこう」

加夏子は努めて明るく言った。

血が止まらない

このままではヨシオはもたないだろう

そして私も…

泣きたい気持ちを押し殺して、加夏子は言った。

「ここからお医者さんのいる所までいける？　お医者さんに看てもらえば、痛いおなかなんてスグになおしてくれるよ

」

「ホントに？」

「うん、ホント。私、ヨシオには嘘つかないから」

「じゃあ、いこう」

胴回りを真っ赤に染めたまま、ヨシオは再び加夏子を肩にかつぎ上げ歩き出した。



◇

入り江にはぽつんと一艘、小舟が泊まっているだけであった。

駆けつけた男二人は辺りを見回し、小舟の中を探ってみた。

「なぁ〜んもねえぞ」

「誰もいねぇ。島に来ただけの奴がこんなに早くトンズラする訳ない。やっぱあの娘か」

「だな」

「ガス、抜いときな」

若い方の男が船外機のキャップを外した。

そのままスクリューを持ち上げると、逆さになった給油口からガソリンが船内にこぼれ出てくる。

「なにやってる、海に捨てろ」

「面倒じゃ。このまま火、つけちまおうぜ。その方がてっとり早いや」

「このアホ！　こんな所で目立ってどうすんだ」

「でもよぅ」

ざっ

　ざっ！

　　ざっ！！

小舟に気を取られていた二人の背後から、砂に食い込む足音が響いた。

年嵩の男が振り返るのと、砲弾めいた影が突っ込んできたのは同時だった。

猛烈なタックルをくらった男は、ゆうに３ｍは吹き飛んで派手な水飛沫の向こうに消えた。

　うぅおおおらぁぁぁー！！！

「な？！」

凄まじい雄叫びをあげ突っ込んできた影の迫力に若い男がたたらを踏んだ。グラリとバランスが崩れる。

獰猛な一撃を顔面に受け小舟と一緒にひっくり返る。

後はただ、先程の男と同じようにゆらゆらと海面に浮かんでいるだけであった。

「ふぅ。手応えない連中だな」

北山は腰に手を当てて、死んだように漂う男達を見下ろした。

「この船は駄目だな。まぁいい、こいつらの船だってあるだろう」

ザブザブと海に入り、手近に流れ着いた方の男を浜へと引き擦り上げた。年嵩の方の男だった。

俯せに寝かせ、背中の真ん中を踏みつけた。

「ガハッ！」



水を吐き出した男が、苦しそうにむせながら北山を見上げた。

「お目覚めかい？」

「…てめぇ…だれ…だ…」

「誰でもいい。聞くのはこっちだ」

男の右手、人差し指の先を狙って踵を踏み降ろす。

そのままギリギリと砂にねじ込んだ。

男の口から絶叫が迸る。

「女の子は何処だ？　指が残ってるうちに答えな」

中指の後は薬指だった。次は小指。

親指も。

「てめぇらがいたぶった坊やはな、もっと酷い事になってるぜ。子供なぶりやがって、早く吐けよクソ野郎」

左手の指が全て砕かれる前に、男は喋りだした。


